
　女性の活躍やワーク・ライフ・バランスを推進するため

には、男女がともに働きやすい職場環境づくりが必要不可

欠です。

　働きやすい職場づくりは、人材の確保・定着、従業員の

意欲の向上、生産性の向上等につながります。

　人手不足対策・働き方改革の近道として、女性の就業
ニーズを把握して、女性活躍推進に取り組んでみませんか。

　女性のチカラを
もっと取り入れてみませんか？

横浜市女性活躍推進協議会

女性活躍
の

切り口は様
々！

継続就業
例えば…

様々なライフイベントにも
対応できるよう
柔軟な働き方を導入

管理職登用
例えば…

管理職育成の長期的方針を
定めて、リーダー育成研修
を行うなど意識醸成を図る

採用拡大
例えば…

女性が活躍できる職場で
あることをPRできるよう、
会社案内の見直しを

図る

長時間労働是正
例えば…

部署ごとの労働時間数を
分析し、部署間で人員を
カバーできる体制を

整える

配置・育成
例えば…

男性メインの生産現場も
機械化等の対策により
女性の職域拡大を図る

多様な
キャリアコース

例えば…
人事制度を見直し
正規・非正規社員間の
転換制度を整備

ご存知ですか？
女性の

就業ニーズ

人材がなかなか定着しな
い

優秀な人材を採用したい

生産性を向上させたい

人手不足や働き方改革でお悩みの企業のみなさまへ

経営戦略
として



収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
女
性

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
な
い
女
性

今はフルタイム正規で働いていても、
将来、必ずしも 同じ働き方を希望する
とは限りません！

現在収入を伴う仕事をしていない女性の
うち、9割以上が「かつては働いていた」
かつ「仕事に就きたいと考えている」

正規の社員・職員で
フルタイム勤務

48.5%

正規の社員・職員で
短時間勤務

27.9%

パート・
アルバイト

7.4%

起業 9.5%

その他 6.7%

ある

現在抱えている
不安や問題が解決
されれば、仕事に
就きたい

今すぐにでは
ないが、いずれは
仕事に就きたい

92.1%

かつて働いていたが
今は働いていない











50.3%

35.6%ある

現在抱えている
不安や問題が解決
されれば、仕事に
就きたい

今後も仕事に就く
つもりはない、
就く必要がない

今すぐにでは
ないが、いずれは
仕事に就きたい

92.1%

かつて働いていたが
今は働いていない











ない

1.7%

最終学歴卒業・中退後、
一度も働いたことはない











不明

0.6%

ない（在学中）

5.6% 10.7%

50.3%

すぐにでも仕事に
就きたい、
求職中である

3.4%

35.6%

多様なキャリアコースを
設けることが継続就労に
もつながります。

女性活躍推進の取組をPR
することが、優秀な人材
の確保につながります。

現在「正規の社員・職員でフルタイム勤務」の人の将来
希望する働き方（内訳）

過去の就業経験 今後の就業意向

9割近くが
「仕事に就きたい」

と回答

ご存知ですか？ 女性の就業ニーズ

女性の労働力率（15歳以上人口に占める労働力人口の割合）は、結婚・出産期に当たる年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時期に再び上昇するという、Ｍ字カーブを描いています。
横浜市におけるＭ字カーブの底の深さは、近年改善傾向にはありますが、全国平均と比較すると、Ｍ字カーブの底が深いという特徴があります。女性の労働力率はM字カーブ



◦調 査 対 象：横浜市内在住の満20歳以上49歳以下の女性3,000人について、住民基本台帳から無作為に抽出
◦調 査 期 間：平成29年12月13日～平成30年1月12日
◦有効回収票数：817票
◦詳しい調査結果は、横浜市ホームページからご覧いただけます。

出典：
女性の就業ニーズ調査
　　　　　　（横浜市）

正規で働く女性の約2割は、
将来 経営層・管理職になりたい と
考えています！

就業意向のある女性が、直近で希望する
働き方で多いのは「パート・アルバイト」、
将来希望する働き方では

「フルタイム正規社員」が最も多い
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正規の社員・職員でフルタイム勤務

正規の社員・職員で短時間勤務

パート・アルバイト
派遣・嘱託・契約・非常勤など

の従業員でフルタイム勤務
派遣・嘱託・契約・非常勤など

の従業員で短時間勤務

在宅勤務・テレワーク

起業

自営業・家族従業（法人以外）

その他
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■ 現在希望する働き方
■ 将来希望する働き方
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管理職の働き方改革も、
女性管理職登用に向けて
重要です。

パート・アルバイト人材
の育成も、将来の優秀な
正規社員確保につながり
ます。

経営層・管理職になることへの意向

就業意向のある女性が希望する働き方（現在・将来）

女性の労働力率（15歳以上人口に占める労働力人口の割合）は、結婚・出産期に当たる年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時期に再び上昇するという、Ｍ字カーブを描いています。
横浜市におけるＭ字カーブの底の深さは、近年改善傾向にはありますが、全国平均と比較すると、Ｍ字カーブの底が深いという特徴があります。



女性が働き続けていくために必要だと最も思われている
ことは「家庭と仕事を両立するための勤務制度」

再び働くために企業に求めることの上位は
「仕事と家庭の両立への理解」「柔軟な働き方」
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56.4%

47.0%

47.0%

33.3%

31.1%

夫・パートナーや家族による
家事・育児・介護などの分担

家事・育児・介護などと仕事の両立
についての上司や職場の理解

保育・介護サービスの充実

夫・パートナーや家族の理解

育児・介護と仕事を両立するための勤務制度
短時間勤務制度、フレックスタイム制度、
残業の免除、育児・介護休業制度など）
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勤務時間や働き方が柔軟である
（短時間勤務、テレワークなど）

土日祝日出勤がない

職場の人間関係が良い

残業が少ない、または残業がない

自分の希望に見合った給料がもらえる

長期間働き続けることができる

有給休暇がとりやすい

仕事と家事・育児・介護との
両立について理解がある

再び働くために企業に求めること

女性が働き続けていくために必要だと思うこと

女性の
就業ニーズに
対する企業の
状況は…

これから働く上でも、働き続ける上でも、「仕事と家庭の両立のための制度や理解」がポイントとなります。
同時に、男性（夫）の家事・育児等への参画に対する制度や理解も重要になります。



企業における女性活躍・働きやすい
職場環境づくりに対する考え方

企業が考える女性の雇用・登用を進めるメリッ

トは、「労働力の確保」に次いで、「多様性を持
つことで、多方面からのニーズに応えられる」 

「組織が活性化する」が上位に！

ワーク・ライフ・バランス

は必要と感じていても、

具体的に行動できて
いない企業が多い。

ハラスメントに関して、

すでに何らかの取組を
実施している割合は
3割に満たない。

女性活躍は「人材確保」のみならず、「業務改善のきっかけ」としても有効と考えられています。

学生の就職感は、「楽しく働きたい」に次いで
「個人の生活と仕事を両立させたい」が上位と
なっています。
 （2019年卒マイナビ大学生就職意識調査より）

セクハラ・マタハラの防止措置は法定義務です。
パワハラも防止措置の義務化に向けた指針が
出されています。

企業のイメージアップにつながる

多様な視点を企業が持つことで
多方面からのニーズに応えられる

男性の意識が変わり、女性を
対等な存在としてみるようになる

職場風土が改善され、
組織が活性化する

その他

特にない

労働力が確保できる
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36.9%

12.9%

34.9%

6.1%

11.0%

「ワーク・ライフ・バランス」の
実現は必要だと思うが、それを意識

した取組は実施していない

「ワーク・ライフ・バランス」を
意識した取組を実施している

「ワーク・ライフ・バランス」
が必要だとは思わず、取組も

実施していない

0 10 20 30 40 50 60 70 80

6.9%

49.1%

44.0%
防止策や対応策等、すでに
何らかの取組を実施している

防止策や対応策等、
何らかの取組を今後実施予定

必要性は感じているが、
取組は進んでいない

とりたてて必要性は
感じていない
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28.7%
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31.7%

35.9%

出典：男女共同参画に関する事業所調査（横浜市）
◦調 査 対 象：�「平成26年経済センサス・基礎調査�調査票」に基づく横浜市内所在の事業所で、

産業分類がA（農業、林業）、B（漁業）及びC（鉱業、採石業、砂利採取業）
を除く産業に属する、従業員規模10人以上の14,200民営事業所のうち、
2,500事業所

◦調 査 期 間：平成29年11月14日～平成29年11月30日
◦有効回収票数：564票
◦詳しい調査結果は、横浜市ホームページからご覧いただけます。

あなたの会社の
働きやすさ度を
チェック！

女性の雇用・登用を進めるメリット

ワーク・ライフバランス実現のための取組の必要性 ハラスメント（パワハラ・セクハラ・マタハラなど）に関する取組状況

ハラスメント防止ワーク・ライフ・バランス

女性活躍のメリット



男女がともに働きやすい職場環境づくりに取り組んでいますか？
あなたの会社の取組状況をチェック！

募
集
・
採
用

把 握 □ 従業員の男女比率について把握していますか？

行 動 □ 女性の応募を積極的に促すような募集を行っていますか？

登
　
　
用

把 握 □ 管理職の男女比率を把握していますか？

行 動 □ 性別に左右されない公平な人事評価を実現するための取組を行っていますか？

継
続
就
業

把 握 □ 従業員の男女別の平均勤続年数を把握していますか？

行 動 □ 従業員が仕事と家庭を両立しながら働き続けることを支援する制度がありますか？

職
域
拡
大

把 握 □ 女性の配置が少ない職域や職種がある場合は、その要因を把握していますか？

行 動 □ 新しく女性従業員を配置する職域について、受入体制を整える配慮をしていますか？

環
境
整
備

把 握 □ 職場のセクシャルハラスメントの申立て状況を把握していますか？ 

行 動 □ 従業員が気持ちよく働くことができる職場環境づくりを行っていますか？

引用元：厚生労働省「女性の活躍推進状況診断」

男女がともに働きやすい職場環境づくりに取り組む市内事業所を認定！

よこはまグッドバランス賞
対　　象

審査項目

認　　定
メリット

問 合 せ

認定期間横浜市内に本店または本部がある中小事業所（営利・非営利問わず）で、
法人税を滞納していない、従業員数が300人以下の事業所

①経営者のコミットメントと推進体制　　　②長時間労働の是正と休暇取得
③多様で柔軟な働き方　　　　　　　　　　④仕事と育児・介護の両立
⑤女性活躍の推進　　　　　　　　　　　　⑥働きやすく・働きがいのある職場づくり

①市HP等での取組紹介
②市内大学生等との就職活動に際する交流会への参加
③認定証授与、「ロゴ」を名刺に入れる等認定を広くPR
④横浜市公共調達における受注機会の増大
⑤「よこはまプラス資金」により金利優遇・信用保証料助成

横浜市政策局男女共同参画推進課
TEL：045-671-2017　FAX：045-663-3431
MAIL：ss-danjohyoushou@city.yokohama.jp

２年間

社内にワーク・ラ
イフ・バランスの
意識が高まり作業
効率が高まった

採用への
応募者数が
大幅に増えた

よこはま
グッドバランス賞にチャレンジ!!

2019年3月22日 横浜市女性活躍推進協議会
印刷・発行：横浜市政策局男女共同参画推進課 TEL：045-671-2017 　 　FAX：045-663-3431
 MAIL：ss-danjo@city.yokohama.jp

Q
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